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事業内容、事業の成果に関する写真 

 

 

アフガニスタン難民居住地域内女子小学校におけるトイレ建設の様子。写真左は、工事のモニタリング

を行う駐在員の山本祐一郎。（アフガニスタン難民居住地域内女子小学校 PSG 267、2016 年 11 月 8 日撮

影） 

 

浸出槽（手前）と浄化槽（奥）の設置の様子。上水の汚染を防ぐため、浸出槽や浄化槽は近隣の井戸と

距離をとって設置した。（パキスタン公立女子小学校 GGPS Kalu Pind、2016年 8月 14 日撮影） 
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水質検査の結果、掘削した井戸水に大腸菌群が検出されたため、塩素処理を行う井戸および浄水システ

ム専門家。処理後の水質検査では、大腸菌群が検出されなくなったことを確認した。（パキスタン公立

女子小学校 GGPS Sari、2016 年 11月 7日撮影） 

 

 

設置が完了した井戸の状態を確認する井戸および浄水システム専門家（右）。本校では 195 フィート

（約 59 メートル）まで掘削した。（パキスタン公立女子小学校 GGPS Kag No.1、2016 年 10 月 17 日撮影） 
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地盤が固く井戸掘削が困難であったため、近隣のコミュニティにある管井戸からパイプで学校まで配水

する工事を行った。（アフガニスタン難民居住地域内女子小学校 PSG 082、2016年 11 月 9日撮影） 

 

 

既存のハンドポンプ式井戸に水中モーターポンプを取り付け、電動でも取水できるよう改造した井戸。

写真は水の状態を確認する井戸および浄水システム専門家。（アフガニスタン難民居住地域内女子小学

校 PSG 282、2017年 1 月 31 日撮影） 
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工事が完了した学校で、設置した井戸、給水タンク、浄水器および手洗い場の状態を確認する駐在員の

山本祐一郎（手前）と本部事業担当の藤本矩大（奥）。（パキスタン公立女子小学校 GGPS Sari、2016 年

12月 5日撮影） 

 
トイレの工事が完了した女子小学校。本校のトイレは老朽化が進み、水も不足していたため、使用でき

ない状態であった。工事によって児童が安心してトイレを使えるようになった。（アフガニスタン難民

居住地域内女子小学校 PSG 267、2017年 2月 2 日撮影） 
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教師や保護者に対する指導者向け研修（TOT）1 日目の様子。当会スタッフが、歯磨きの指導法について

デモンストレーションを行った。（パキスタン公立女子小学校 GGPS Gadwalian No.1、2016 年 8 月 2 日

撮影） 

 

 

TOT3 日目では、研修後、参加者が児童に対して、どの日程でどのような衛生指導を実施していくか計画

を立てた。（アフガニスタン難民居住地域内女子小学校 PSG 267、2016年 10月 26 日撮影） 
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TOTでは、衛生について児童を対象として指導することから、絵を用いた説明も効果的であるという意

見が出た。TOT参加者が校内を掃除する児童の様子を描き、実際の指導に使用する。（アフガニスタン難

民居住地域内女子小学校 PSG 267、2016年 11月 25日撮影） 

 

 

衛生教育月間中、完成した手洗い場で実際に手洗いの練習をする児童。教師のアイデアで、各家庭から

余った石けんを集め、蛇口のそばに吊るした。（パキスタン公立女子小学校 GGPS Simlan Nagar、2016

年 9月 30日撮影） 
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衛生に関する校内イベントの様子。各学年から選ばれた代表児童が、全校児童の前で習得した衛生の知

識を競った。（アフガニスタン難民居住地域内女子小学校 PSG 293、2016年 12月 20 日撮影） 

 

 

事業実施後、児童の衛生に対する理解度や知識の定着を確認するために実施した知識調査の様子。中央

は当会スタッフ、左は現地提携団体（DLG）のスタッフ。（パキスタン公立女子小学校 GGPS Simlan 

Nagar、2016年 11月 25日撮影） 
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学校設備が中・長期的に適切に維持されることを目的とした、維持管理に関する第 2 回目の会合の様子。

第 1回目で話し合った内容が計画通りに進んでいるかを振り返った。（アフガニスタン難民居住地域内

女子小学校 PSG 267、2016年 11 月 14日撮影） 

 

 

教育関係者間の情報共有セミナーでは、ハイバル・パフトゥンハー州ノウシェラ郡の教育局関係者や教

師が、ハリプール郡の教育関係者に対し、学校維持管理のノウハウについて共有した。（ハリプール郡、

2016年 12月 29 日撮影） 
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教育局担当者が定期的に学校を訪問し、モニタリングを実践している。学校の維持管理の改善点につい

て話し合う教育局担当者（中央左）と駐在員の北朱美（中央右）。（パキスタン公立女子小学校 GGPS 

Kalu Pind、2017年 2月 14日撮影） 

 


